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AI で画像処理、医師の読影をサポート 
インフォコムの検像システム iRad-QA に新機能、７月提供開始 

 
インフォコム株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：黒田 淳）は、医療機関向けに

提供する医用画像検像システム iRad-QA（アイラド キューエー）について、AI（人工知能）で胸

部エックス線検査の画像処理を行い医師の読影を支援する新機能を開発し、７月より標準機能とし

て提供を開始します。2024 年 4 月の国際医用画像総合展（ITEM2024）で本機能を公開します。 

 

 
【背景】 

 iRad-QA はインフォコムが提供する放射線部門向け IT システム iRad シリーズのうち、医療機

器で撮影した画像や入力データを医師が読影する前にチェック・編集する検像システムで、業界ト

ップクラスのシェアとなっています。 

 近年、医師の長時間労働が問題となる中、多くの病院で医師の負担軽減への取り組みが進められ

ています。胸部エックス線検査の読影は、検査数の増加と専門の放射線科医の不足のため、非専門

医によって実施されているケースが少なくありません。しかし、これらの画像は医療機関で最も多

く撮影されていながら、肋骨などの骨が映り込むため読影が難しいとされています。 

 

【概要】 

 iRad-QA に AI を用いた二つの新機能を追加し、医師の読影業務の効率化、負担軽減をサポート

します。検像システムの中で AI を用いて自動で画像処理を行うことができるため、別途他社の専

用ソフトウェアを使用する場合よりも作業時間や手間が短縮されます。また、iRad-QA の標準機能

元画像 肋骨除去 
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のため、追加の費用をかける必要がありません。 

① 肋骨陰影の減弱 

撮影した画像データから、AI を用いて肋骨の陰影を薄くする画像処理（減弱）を行うことで病

変を見つけやすくしたり、骨に隠れて見えない異変の見落としを防止したりするなど医師の読影を

サポートします。 

 

② 心胸郭比（CTR）の自動計測機能 

心臓と胸郭の最大幅を AI で自動計測し、心拡大の判断基準となる心胸郭比（CTR）を算出しま

す。 

 

【今後の展開】 

 当社は今後、AI を活用した画像解析技術を CT や MRI、胸部以外の医用画像処理等にも応用し、

iRad シリーズの機能をさらに拡充してまいります。当社は、中期経営計画（2023 年～2025 年）

において病院向けサービスを含むヘルスケアを重点事業のひとつと定めており、今後も国内病院向

け事業の拡大・拡充に取り組んでまいります。 

 

＜インフォコムグループについて https://www.infocom.co.jp/＞ 

 インフォコムグループは、医療機関や一般企業向けに情報システムを提供する IT サービス事業

と、一般消費者向けに電子コミック配信サービス「めちゃコミック」を提供するネットビジネス事

業を展開しています。  

［インフォコム株式会社］ 代表取締役社長 黒 田 淳、1983 年設立、東証プライム 

連結売上高 703 億円、連結従業員数 1,281 名（2023 年 3 月期） 
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